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肉用牛肥育経営の資金繰り対策として
牛マルキンの「納付猶予」を実施します。

③ 都道府県の加入者全員で納付猶予する必要があります。

✔ 都道府県内の一部の加入者が負担金の納付を継続しても、
生産者積立金の枯渇により国費分(４分の３)のみの交付となることから、
納付猶予を選択した加入者と同じこととなり、不公平が生じることとなります。

✔ このため、納付猶予するか否かを加入者の選択とするのではなく、都道府県
内の全ての加入者の対象となる全ての登録肉用牛を納付猶予として
いただくこととなります。

✔ 肥育農家の資金繰りの支援のため、当面は６か月、牛マルキンの
生産者負担金の納付猶予(実質免除、国費分(４分の３)を交付)
を行うこととしました。
※ 登録生産者が飼養する登録肉用牛のうち、令和２年４月末から９月末までに負担金の
納付期限を迎える全ての登録肉用牛が対象となります。

② 生産者積立金が枯渇しても、国費分(４分の３)は交付されます。

✔ ４月以降、納付猶予が行われるため、３月末に積立金残高が多くない
都道府県においては、多額の交付金を交付することとなると、
積立金残高が枯渇することが想定されます。

✔ 積立金残高が枯渇することとなった県では、３月までに負担金を
納付済みの牛も含めて、国費分(４分の３)の交付となります。
※本来は負担金の追加納付による支払財源の造成が必要ですが、今回は追加納付による支払財源の
造成を行わなくとも、国費分(４分の３)は交付されます。

✔ 納付猶予された生産者負担金を後で納付する必要はありません。(実質免除)

✔ 納付猶予の対象牛には、交付金の国費分(４分の３)が交付されます。

① 納付猶予は実質免除であり、対象牛には国費分(４分の３)
が交付されます。
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